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自然災害の激甚化・頻発化

H25～H30年 平均259回

■ １時間降水量50mm以上の年間発生回数
（ｱﾒﾀﾞｽ1,000地点あたり）

アンダーパス部 平面部

■ 近年発生した自然災害の一例 ■ 冠水状況

■ 降雨による通行止め
（高速道路）
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■ 路面冠水件数の推移
（直轄国道）

※通行止め時間に距離を乗じた年間のべ時間・距離を
営業延長で除算したもの。

H26～H30 平均8.0時間

○ 時間50mmを越える豪雨の発生件数は30年前の1.4倍に増加しており、近年、自然災害が激甚・頻発化

○ 路面冠水の発生件数は、年度によって変動があるものの、直轄国道では年間平均259回発生
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東北管内における自然災害の発生状況

○ 時間50mmを超える豪雨の発生件数は過去10年比で1.4倍に増加、自然災害が激甚・頻発化
○ 降雨に起因する通行規制件数は、年度によって変動があるものの、直轄国道では年間平均27回発生

■ １時間降水量50mm以上の年間発生回数
（東北地方直轄管理区間沿線アメダス47地点あたり）

■ 降雨に起因する通行規制件数の推移
（直轄国道）

6

2

6

1

3 3

5

3

6

2

5

3

1

3 3 3

9

4

8

13

0

2

4

6

8

10

12

14

2000 2005 2010 2015 2019

（回/年）

2000～2009
平均 3.7回

2010～2019
平均 5.2回

約1.4倍

18

53

17

33

14 13 15 15 14 

73 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1
（H12） （H17） （H22） （H27） （R1）

（回）

H22～R1年度
平均27回

■ 通行規制状況■ 過去10年に発生した自然災害の一例

▲冠水状況（R1.10.25）

（年度）
（年度）

年度 地震 風水害 雪害
H22 東北地方太平洋沖地震(H23.3.11）
H23 平成２３年７月新潟・福島豪雨

H25 大気不安定による秋田県・岩手県の大雨(H25.8)
台風１８号による大雨・暴風（H25.9) 低気圧による大雪・暴風雪（H26.2)

H26 台風８号及び梅雨全線による大雨・暴風（H26.7)
平成２６年８月豪雨

H27 平成２７年９月関東・東北豪雨
H28 台風第１０号及び前線による大雨・暴風（H28.8)

H29 梅雨前線等による大雨（H29.9）
台風第２１号及び前線による大雨及び暴風（H29.9）

H31/R1 山形県沖地震（R1.6.18） 令和元年東日本台風（R1.10） 2

国道６号 南富岡トンネル



防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策について
＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月 国土交通省道路局・都市局）より＞
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防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策について
＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月 国土交通省道路局・都市局）より＞
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骨太の方針2020について

「経済財政運営と改革の基本方針2020」（令和２年７月17日閣議決定）＜抜粋＞

第２章 国民の生命・生活・雇用・事業を守り抜く

２．防災・減災、国土強靱化－激甚化・頻発化する災害への対応

（前略）昨年の台風災害や令和２年７月豪雨も教訓に、長期停電や通信障害などを防ぐ無電柱化をはじめとした電気・

水道等のインフラ・ライフラインや道路・鉄道ネットワークの耐災害性強化、大規模広域避難・要配慮者避難や中小河川

も含めた浸水リスク情報の充実、学校等の防災希望強化など避難対策の強化、森林整備・治山対策、インフラ老朽化対

策等を加速する（中略）

2020 年度までの「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」を集中的に実施するとともに、その実施状況を踏

まえ、国土強靱化の取組の加速化・深化を図る。３か年緊急対策後も、中長期的視点に立って具体的KPI（数値）目標を

掲げ計画的に取り組むため、国土強靱化基本計画に基づき、必要・十分な予算を確保し、オールジャパンで対策を進

め、国家百年の大計として、災害に屈しない国土づくりを進める。（後略）

＜参考＞長期間にわたる通行止めの発生

熊本県道 深水橋
令和２年７月豪雨

３ヶ月以上の通行止め

国道20号 法雲寺橋
令和元年台風19号
１ヶ月半の通行止め

国道41号
令和２年７月豪雨

１ヶ月半の通行止め 5



国土幹線道路部会 中間とりまとめについて

社会資本整備審議会 道路分科会 国土幹線道路部会

持続可能な国土幹線道路システムの構築に向けた取組 中間とりまとめ（令和２年９月２５日）＜抜粋＞

３．ポストコロナ時代を見据えて加速すべき具体的な取組

（３）あらゆる取組を支えるネットワーク機能の確保

１）強靭で信頼性の高いネットワークの構築による安全・安心な社会の実現 ～災害時に「被災する道路」から「救援する

強靭道路」へ転換～

・近年の激甚化・頻発化する災害に鑑み、被災後もすぐに機能する、新たな防災道路ネットワークの考え方を本格導入

すべきである。

・その際、災害からの迅速な復旧と、早期の日常生活・経済活動の再開の両面から新たな目標を設定する必要がある。

・具体的には、第三者意見も踏まえつつ、高規格幹線道路等と並行する直轄国道を組み合わせたネットワークの緊急

点検を行い、ミッシングリンクの解消、暫定2車線区間の4車線化、ダブルネットワーク化等を推進すべきである。（後略）

高規格道路：４車線高規格道路：未整備

一般道（直轄国道）一般道（直轄国道）
防災課題箇所

災害に脆弱な道路ネットワーク 災害に強い国土幹線道路ネットワーク

・ミッシングリンクの解消

・暫定２車線区間の４車線化

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ化（一般道の防災課題解消）

【必要な取組】

（注）高規格道路については、高規格幹線道路、地域高規格道路（計画路線）、その他計画段階評価等の調査が進捗している路線等をベースに選定 6



令和３年度道路関係予算概算要求について
＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月 国土交通省道路局・都市局）より＞
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令和３年度道路関係予算概算要求について

令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月 国土交通省道路局・都市局）＜抜粋＞

Ⅲ 要求概要

３ 防災・減災、国土強靱化に向けた中長期プログラムの策定について

近年の激甚化・頻発化・広域化する災害や、急速に進む施設の老朽化等に対応するべく、災

害に屈しない強靱な道路ネットワークを構築するため、中長期的な抜本対策を含めて、防災・

減災、国土強靱化の取組の加速化・深化を図る必要があります。

このため、災害からの迅速な復旧と、早期の日常生活・経済活動の再開の両面から新たな目

標を設定し、高規格幹線道路等と並行する直轄国道を組み合わせた新たなネットワークの考

え方の導入、緊急点検を行った上で、ミッシングリンクの解消、暫定２車線区間の４車線化、ダ

ブルネットワーク化等を推進するとともに、ライフサイクルコストの低減や持続可能な維持管理を

実現する予防保全による道路メンテナンスへの転換に計画的に取り組むため、中長期プログラ

ムを策定します。

＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月 国土交通省道路局・都市局）より＞
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◆ 秋田県大館市にある日本有数の医療機器製造企業は、秋田港を利用した輸出額の上位であり、輸出量も増加傾向。
◆ 主力製品である人工透析部品（国内・世界シェア共に約３割）は患者の命に関わり、原料調達先の複数化により供給

停止のリスクを低減。
◆ 日沿道は国道７号と合わせて、秋田港への輸送ルートとして、平常時・災害時を問わない安定的な製品供給を支援。

【輸出国】 中国、米国等

■秋田港の測量・光学・医療用機械
コンテナ輸出量の推移

出典：秋田県の貿易

時間差
31分

余裕時間
17分

平均所要時間
119分

最小
105分

最大
136分平均所要時間

60分

余裕時間
11分

時間差
18分

■二井田真中IC～昭和男鹿半島IC間の所要時間のばらつきの変化

最小
53分

最大
71分

事業中

延長=13.9km

H２５供用

H３０供用延長
=11.5km

秋田港

大館市
医療機器製造
（大館・大館第二・

二井田工業団地）

延長= 22.8km

至 河辺JCT

能代南IC
～二ツ井白神IC

琴丘森岳IC
～能代南IC

昭和男鹿半島IC
～琴丘森岳IC

河辺JCT
～昭和男鹿半島IC

H１９供用
延長=16.7km

H１４供用
延長=17.1km

H１４供用
延長=20.7km

H９供用
延長=28.6km

大館能代空港IC
～二井田真中IC

二井田真中IC
～小坂JCT

昭和男鹿半島IC

大館能代空港IC

二ツ井白神IC

二井田真中IC

小坂IC

小坂JCT

■ 秋田県大館市 医療機器製造企業ヒアリング結果（R2.6）

・ 秋田港から中国・米国向けに出荷しているのは人工透析器。４０ｆｔコンテナで約
５０～６０台/月の出荷を行っている。

・透析器は患者さんの命に関わるものであり、生産は維持しなければならない。
・原材料を２社から購買、ある程度在庫確保しリスク低減を図っており、ＢＣＰの観点

からも道路のダブルネットワークが重要である。

秋田港へ
（主に中国
へ輸出）

■主力製品の人工透析部品

現道活用区間
L=約18km

：日沿道ルート ：国道7号（現道）ルート

（年）

４年で
７倍以上

物流と災害時における道路ネットワークについて

出典：ETC2.0道路プローブデータ（日沿道ルート：H30.9月、国道7号（現道）ルート：H28.9月）

※鷹巣大館道路（二井田真中IC～大館能代空港IC間）は、規制速度70km/hで所要時間を算出

こさか

こさか

に い だ まなか

おおだてのしろくうこう

ふたついしらかみ

しょうわ おが はんとう
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道路の被災状況

平成23年3月11日発生の東日本大震災で、三陸地域の動脈である国道４５号が冠水・瓦礫推積・路面崩壊等で通行不
能となり、更には、近傍に災害時に機能する迂回路がなく、多数の孤立地区が発生した。
三陸沿岸道路は、津波浸水箇所を回避しており、国道45号の代替路としての機能が確保される。

ダブルネットワークによる交通機能確保（三陸沿岸道路・一般国道４５号）

防災道路ネットワークの機能発現事例（１）

■東日本大震災による国道45号通行止め発生箇所

津波浸水箇所を回避

▲国道45号気仙大橋の橋桁流失（陸前高田市） ▲津波を考慮して整備された山田道路（H14.8.2開通）▲ガレキ堆積で寸断された国道45号（宮古市）

石巻市
南三陸町

気仙沼市

一関市

陸前高田市

大船渡市

住田町
遠野市

釜石市
大槌町

山田町

宮古市 岩泉町

普代村

田野畑村
野田村

久慈市

葛巻町 九戸村

洋野町

軽米町

階上町

八戸市

E46

E45

E4A

45

45

106

283 340

340 281

455

395

340

397

343

346

45

398

340

106 455

281

104

396

107

107

456

E45

E45

E45

（※H23.3時点の開通状況）

開通済

事業中

調査中

H23.3東日本大震災津波による浸水箇所

瓦礫などによる寸断箇所

落橋箇所

け せ ん お お は し り く ぜ ん た か た し み や こ し や ま だ

い し の ま き し

み な み さ ん り く ち ょ う

け せ ん ぬ ま し

い ち の せ き し

り く ぜ ん た か た し

す み た ち ょ う

お お ふ な と し か ま い し し

と お の し

お お つ ち ち ょ う

や ま だ ま ち

い わ い ず み ち ょ う
み や こ し

た の は た む ら

の だ む ら

ふ だ い む ら

く じ し

く ず ま き ま ち く の へ む ら

か る ま い ま ち

ひ ろ の ち ょ う

は し か み ち ょ う

は ち の へ し
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写真②

普
代

道
路

延
長

4.2ｋ
ｍ浸水・土砂

流出区間
600m

普代村
役場

普代駅

45

普代IC
ふだい

45

ミッシングリンクの解消（三陸沿岸道路・一般国道４５号）

令和元年10月の台風19号の影響により、三陸沿岸道路未開通区間（宮古田老道路）に並行する国道45号では、土砂崩れが発生し、宮古
市の約7kmが通行止め、八戸市～宮古市間の物流において大幅な迂回が生じ、輸送時間・コストが増大した。
一方で、普代村でも国道45号が被災したが、並行する三陸沿岸道路（普代道路）が開通していたことから、交通が確保された。

防災道路ネットワークの機能発現事例（２）

▲国道45号の迂回路（宮古～田老、宮古～八戸）

■令和元年台風19号による
国道45号通行止め
と迂回状況

写真①

▲台風19号による被災状況
（宮古第3トンネル）

開通済区間（普代道路:H25.10.13開通）未開通区間(宮古田老道路)

写真②

▲台風19号による被災状況
（普代村・国道45号）

▲台風19号による被災はなく
通常利用ができた普代道路

・国道45号の
通行止め７日間

被災はなく、通常利
用ができた普代道路

E45

45

106

開通済
区間

（普代道路）

：通行止め箇所（国道45号）

宮古市

野田村

普代村

田野畑村

未開通
区間

(宮古田老道路)

45

E45

久慈市

八戸市

洋野町

：事業中
：開通済
：一般国道

岩泉町

※R1.10時点の開通状況

・国道45号の通行止め８日間

宮古

E45

E4

写真
①

迂回時
東北道・

国道106号
経由

E4A

通常時
三沿道・

国道45号
経由

田老

45

45

4

106

340

455

宮古⇔田老の迂回路を案内
（記者発表）

更に広域な東北道経由で迂回

約９割※の
大型車両は

：高規格道路（事業中）
：高規格道路（開通済）
：一般国道

※R1.10時点の開通状況※資料：商用車プローブデータ（R1.10）

八戸

▼燃料費と高速料金の変化（片道・試算）

5,40
0 

8,10
0 

5,51
0 

0

10,000

20,000

通常時 迂回時

燃料費

資料
●燃料費：「自動車排出係数の根拠」に記載の普通貨物の燃料消費率式

を用いて算出
※速度は、各時点の商用車プローブの集計結果を用いて算出
※ガソリン価格は、各時点の岩手県内給油所の平均小売価格

●高速料金：R1年10月1日時点の盛岡南IC～八戸IC間における大型車
の通常料金

（円）

広域迂回により
輸送コストが増大

資料：商用車プローブデータ（R1.10）
通常時：10月1～12日、21～31日、迂回時：10月13～20日

【八戸市ー宮古市間】

40

240

通常時 迂回時

▼平均所要時間の変化（片道）

広域迂回により
約65分の延長

（Ｎ＝58） （Ｎ＝14）

（分）
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ダブルネットワークによる交通機能確保（東北中央道・一般国道１３号）

令和２年７月の山形豪雨により、東北中央道 大石田村山IC～尾花沢IC間において法面崩落が発生し、全面通行止め。
また、国道１３号尾花沢市内においても冠水のため、通行止めが発生。

並行する国道13号や東北中央道を活用することで交通機能を確保。
■令和２年７月豪雨による東北中央道通行止め発生状況

防災道路ネットワークの機能発現事例（３）

12

■東北中央道と国道13号の交通量の変化
（通常時、豪雨災害時）( a-a’断面)

22,996 
41,036 

16,168 

39,164 41,036 

0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000

系列 1 系列 2

（台）

国道13号

東北中央道

【全車】
通常時

7/14(火)10：00～
7/16(木)6：00

【全車】
豪雨災害時

7/28(火)10：00～
7/30(木)6：00 出典：国土交通省

トラフィックカウンターデータ

関東方面への輸送の際、通常時は東北中央道を利用しているが、
通行止め時も東北中央道に並行している国道13号を利用できたた
め、遅れ等の影響は出なかった。 （運送会社(新庄市) R2.8）

■ヒアリング結果

国道１３号への迂回が見られた

：通行止め箇所

47

13

E13

1

2

3

運
送
会
社

N

大石田町

村山市

尾花沢市

舟形町

河北町 東根市

天童市

新庄IC

舟形IC

尾花沢北IC

野黒沢IC

尾花沢IC

大石田村山IC

東根北IC

東根IC

天童IC

山形JCT

新庄市

川原子IC

寒河江市

最上町

山形市

大蔵村

中山町

山辺町

【東北中央道の法面崩落状況（No.2）】

法面崩壊

東北中央道
全面通行止め

44時間45分
（R2.7.28 9:30

～7.30 6:15 ）

冠水

国道13号
全面通行止め

12時間
（R2.7.29 3:30

～7.29 15:30 ）

冠水(アクセス道)

東北中央道
下り線通行止め

36時間45分
（R2.7.29 0:45

～7.30 13:30 ）

しんじょうきた

新庄北IC

しんじょう

ふながた

かわらご

おばなざわきた

のくろさわ

おばなざわ

おおいしだむらやま

ひがしねきた

ひがしね

てんどう

やまがた

R2.7山形豪雨災害時
通行止め箇所図

： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道

： 開通済
： 事業中

凡例 道路種別
： 2車
： 4車以上

〈概略図（山形市～新庄市）〉

新庄北IC

新庄IC

舟形IC

川原子IC

尾花沢北IC

野黒沢IC

尾花沢IC

大石田村山IC

東根北IC

東根IC

天童IC

山形JCT

山形中央IC

E13 13

新庄市

舟形町

尾花沢市

村山市

東根市

天童市

山形市

尾花沢市
毒沢地内

R2.7.29_3:30以降

：東北中央自動車道
：整備中区間
：国道13号
：通行不能箇所
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（台）

ミッシングリンクの解消（東北中央道・一般国道１３号）

国道13号（福島～米沢）は、急勾配区間が連続し、冬期に大型車の立ち往生が頻発。
東北中央道の開通に伴い、ダブルネットワークの確保とともに、急勾配を回避することができ、冬期における大型車両の立ち往生が約9割減少
し、交通機能を確保。

■東北中央道と国道13号の道路状況

防災道路ネットワークの機能発現事例（４）

13

大型車両等の立ち往生による交通障害の状況

国道13号：約9割減少
東北中央道：0件

【出典：福島河川国道事務所、山形河川国道事務所資料】
※福島～米沢間における車道本線上での立ち往生発生台数を集計
開通前:H28.11月～H29.3月 開通後:H29.11月～H30.3月

【国道１３号栗子峠の標高と勾配】
■福島～米沢間における大型車両等の

立ち往生発生台数の変化（冬期間）

山形県

福島県

米沢北IC

米沢中央IC

米沢八幡原IC

福島JCT

福島西IC

13

E13

N

福島大笹生IC～米沢北IC（延長：35.6km）
H29.11.4開通

通行規制区間（一般）
連続雨量180mm

降雪時風速16mm/s

栗子トンネル
延長：8,972m 宮城県

E4

４

栗子トンネル 延長：8,972m

延長：2,376m

よねざわきた

よねざわちゅうおう

よねざわはちまんぱら

ふくしま

ふくしまにし

福島大笹生IC
ふくしまおおざそう

ふくしま よねざわ

くりことうげ



【全面通行止】
10/12 19:30
～10/15 6:00

（4日間）

【全面通行止】
10/12 19:00
～10/20 13:00

（9日間）

【全面通行止】
10/12 23:00
～10/3117:00
（20日間）

14

ダブルネットワークによる交通機能確保（磐越自動車道・一般国道４９号）

令和元年１０月の台風１９号により、国道49号では事前通行規制や道路被災による通行止めが複数箇所で発生。

通行規制が長期に渡ることから、並行する磐越自動車道（いわき三和IC～郡山東IC間）において代替路（無料）措置が実施された。

■令和元年東日本台風による国道49号通行止め発生箇所

至

新
潟

Ｅ4

Ｅ80

いわき三和IC

いわきJCT

郡山JCT

郡山東IC

小野IC 399

6

4

いわき市

郡山市

①土砂崩れ(いわき市三和地内) ②法面洗堀(いわき市好間地内)

資料：郡山・磐城国道事務所資料

国道49号沿線立地企業の声
・原材料の入荷・製品の出荷については高速道路を迂回し
たため、特に問題は生じませんでした。

（企業ヒアリング結果：R1.12実施）

防災道路ネットワークの機能発現事例（５）

磐越自動車道の状況
10/12 19:00～ 10/13 12:00 風雨による通行止めの発生
10/14 20:00～ 代替路 無料措置開始 【いわき三和IC～郡山東IC 】
10/15 20:00～ 代替路 無料措置区間変更 【小野IC～郡山東IC 】
10/31 17:00 代替路 無料措置終了

【全面通行止】
10/12 20:00～10:00

[事前通行規制]
10/13 10:00～19:30

[路肩流出]
（2日間）

①

49

路面冠水
路面冠水
路肩流出 路肩流出 路肩流出

路肩流出 路肩流出

路肩流出

路肩流出

橋梁下部工の沈下

倒木

②

代替路無料措置
小野IC～郡山東IC

10/14～10/31
（18日間）

代替路無料措置
いわき三和IC～小野IC

10/14～10/15
（2日間）
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凡例
：2車線区間
：4車線区間
：事業中区間


